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前置き・おことわり

専門家ではなく、ただの利用者の一人であり、AIを推進する側の立場

講演者の立場

生成AIの開発者・研究者では

なく、利用者の一人

「AI推進」の旗を持っている

本講演は主観に基づく主張を

多く含むため、感覚に合わな

いものは無視すること

射程

「生成AI」にはCha tGPTな

どの大規模言語モデル  (LLM )

をベースとしたチャットサー

ビスを想定 ※ 1

院生も対象だが、一部教職員

向けの情報を含む

留意点

AI推進の立場ゆえ、主張は必

然的にアクセル寄りに偏る ※2

生成AIの進展は非常に速く、

講演内容はすぐに陳腐化する

生成AIの使用頻度が高い研究

者に提供できる有用な情報は

ほぼない

※ 1 )A P I経由での使用やエージェントA Iなどについては議論しません。
※ 2 )「コンプライアンス研修会」は本来ブレーキ役が話すべき場なので、役割上の緊張があります。岸本先生の『研究に
おけるA I活用の倫理』がブレーキ部分だと考えてください。
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ゴ ー チ

GAUTI：生成AI活用検証イニシアチブ
Generative AI Utilization Testing Initiative（GAUTI）

目的

三重大学の教育、研究及び事務における生成AIの活

用について、その効果と課題を検証し、活用の促進

を図ること

活動

無償・有償の生成AIサービスの試行

トレンドを追跡し業務への活用方法を検討

学内での活用事例の収集・共有

Teamsでの情報共有

セミナー・勉強会の開催

月1回の定例ミーティング（対面・オンライン交互）チーム概要

発案：現リーダー（白井）

結成支援：吉岡 基 先生（当時の情報担当理事）

結成時期：2024年11月

チーム構成：

結成時 5名 （教員 1、技術職員 1、事務職員 3）
2026年3月 10名 （教員 1、技術職員 1、事務職員 8）

期待される役割：

生成AI活用に関する学内の相談役（現場から執行部まで用途に応じた効果

的な使用法について助言）

特徴・コンセプト

教職協働：教員・職員が専門性を持ち寄って実践的に検証

少数精鋭：生成AIに関心の高い、新技術に前向きなメンバーをスカウト →
結果、学内屈指のチームに

本務優先：本務に支障が出ない範囲で無理なく継続

個人プロジェクトベース：各メンバーの業務上の課題や興味を起点にプロ

ジェクトを計画・推進

透明性：記録を残し、学内外へ積極的に情報公開

マスコット

ゴチ
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自動テキスト化サービス：教職協働で支える生成AI活用基盤

マルチメディア

学内クラウド

（o w n C l o u d）で共

有された音声・動画・

画像・P D F文書を学

内サーバに同期

→

テキスト

音声・動画は

W h i s p e rで、画像・

P D F文書は

E a s y O C Rでテキス

ト化

→

生成AI

O l l a m a経由でローカ

ル生成A Iで要約し、

会議録などの作成を

効率化

生成AIとの関係

実装は生成A I支援付きプログラ

ミングでアジャイル開発

ローカル生成A Iによる自動要約

機能をサービスに統合

「マルチメディアをテキストにし

てから使う」ことで、他の生成

A Iサービスの入力に使える

教職協働：それぞれの専門性を活かしてサービスを育ててきた

テキスト化したデータをどう生成A Iで加工するかの手引き・プロンプト集も配布•

教員（白井）

ファイル自動処理マイクロサービスの

企画・設計・実装

t e x t i f y開発・公開、処理サーバと自

動処理スクリプトの構築

生成A Iを活用した実装・機能拡張

事務職員（池田）

テストユーザの募集・参加調整

ユーザ窓口、フィードバックの収集と

要件整理

会議録など具体業務での適用と学内へ

の普及

技術職員（田ノ上）

三重大学ownC l oudとの連携検証・

運用支援
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位置づけ

生成AI活用検証イニシアチブ（GAUTI：ゴーチ）が

作成した、参加者主体のコミュニティ

生成AIの活用事例、気付き、悩み、最新情報を職種

横断で共有する場として運用

コミュニティ内の投稿内容は、各参加者の個人的見

解に基づく

参加時の留意点

投稿内容は大学としての公式見解を示すものではな

い

質問を投稿しても、回答やリアクションが得られる

とは限らない

個人情報や機密情報の投稿は行わない

試行運用中のため、利便性や参加状況等に応じて運

営方針を柔軟に見直す

本学教職員向け

生成AIに関する情報交換コミュニティ
三重大学内の教職員が職種を超えて、生成AIに関する情報を入手し、建設的に意見交換するため

の Microsoft Teams 上のコミュニティ

対象：三重大学教職員 作成：GAUTI プラットフォーム：Microsoft Teams上のチーム
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第1部: 基礎編
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三重大学での生成AI利用実態調査2024

研究効率：生成AIを使用すること
で研究活動の効率が向上すると考

えますか？

講義準備：生成AIの利用が授業準
備に役立つと思いますか？

業務負担：生成AIの利用は業務の
負担を軽減すると考えますか？

回答選択肢：1. まったくそう思わない　2. あまりそう思わない　3. どち
らともいえない　4. ややそう思う　5. 非常にそう思う

回答期間 :  2024/11 /21〜 12 /24,  上図は教員 165人の回答（このうち27人が「ほぼ毎日生成AIを使用」と回答）を元
に作成  (報告動画 ,  報告書PDF )
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科研費公募要領における生成AIの扱い

⚠️
著作権侵害

リスク

🔒
個人情報・機密情報

漏洩リスク

👤
研究者個人の責任で

判断

出典：文部科学省「令和6(2024)年度科学研究費助成事業－科研費－公募要領」p .2「重要事項説明」／同趣旨の
文言は令和7(2025)年度公募要領でも継続

研究計画調書の作成に当たって、生成  A I  を利用することは、意図せず著作権の侵

害、個人情報や機密情報の漏洩につながるリスクがありますので、このことに留意

した上で研究者個人の責任において判断してください。

文部科学省  公募要領『重要事項説明』
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Nature誌のAI利用ポリシー概要
出典：N a t u re  Po r t fo l io  "A r t i f i c i a l  In te l l i g en c e  (A I ) "

Authorship A Iの著者資格
L L Mは著者資格を満たさない

研究成果に対する説明責任を負えないため

利用の記載義務と例外

使用した場合はMe thods等に適切に記載が必要

「文章の推敲等」の原稿編集目的は申告不要

(最終的な人間の責任と同意が前提 )

Images 生成A I画像
出版における使用は原則禁止

法的著作権や研究の公正性などの問題が未解決のため

例外的なケース（要明示）

適法に作成された契約機関からの画像

AI自体を主題とする論文（個別審査）

検証可能な特定の科学データに基づく生成ツール

Peer Review 査読者によるA I利用
生成A Iへの原稿アップロード禁止

機密情報・専有情報の漏洩を防ぐため

AIの限界（ハルシネーション等）への懸念

A I支援の透明な開示

評価支援にAIを利用した場合は査読報告書内で開示

Editorial 編集上の利用

付随的コンテンツでの社内A I活用

要約などの作成支援に独自のツールを使用する場合あ

り

常に著者や編集者によるファクトチェックが必須

1010

https://www.nature.com/nature-portfolio/editorial-policies/ai


AIが主著者・査読者となる国際会議
Agents4Science  2025  のコンセプト

A Iに主著者・査読者を義務付ける世界初となる試み的
な国際会議

A Iによる科学的発見の可能性と限界（Potent i a l
and  l im i ta t ions）を透明な環境で観察する

クレジットの帰属や検証、倫理的配慮に関する新たな

規範（Norms）を確立するための生きた実験場

一次審査はすべてAIが担当

すべての投稿論文に対し、A Iエージェントが
Neur I P S基準で査読を実施

トップ評価の論文を人間の専門家パネルが最終評価す

る形で、多様なA I主導の研究が採択された

採択論文と公式声明から読み解く知見・課題

自律的研究のポテンシャル：新薬発見や心理動態シミ

ュレーションなど、多様な領域でA Iが仮説構築から執

筆までを実行できる実力を示した

脆弱性と限界の浮き彫り：「もっともらしいが不完全

な論文でA I査読者を騙せるか（BadSc i en t is t）」の

検証等により、A Iのみの出版ループに潜む脆弱性や複
雑な推論のギャップが明白になった

帰属（At t r i but ion）と透明性：失敗例も含め、A I
のプロセスから査読結果まで全てを公開することで、

将来の研究における責任のあり方を議論する契機を生

み出した

【参考】  日本からの参加・分析レポート（教育機関DXシンポ）

西  羽美  氏（東北大学）  /  相澤  彰子  氏（N I I）
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効果的なプロンプティング技術：基本の「型」

指示をいくつかの要素に分解して与えることで、AIからの回答精度と安定性が大きく向上する

P
Pe rsona
ペルソナ

A Iに演じてほしい役割や立
場

（例：専門家、講師）

T
Task
タスク

具体的に実行してほしい作

業内容や目標

（例：要約する）

C
Context
コンテキスト

背景事情、前提条件、対象

読者などの制約・付加情報

F
Forma t
フォーマット

出力の形式

（例：箇条書き、表）

ポイント
最初から全要素を完璧に埋める必要はなく、「AIが迷いそうな情報」や「足りない前提」を補う

イメージを持つことが重要

1212



プロンプト自体をAIに作らせる

🤖
A Iをプロンプト・エンジニアとして使う

「〇〇をするための最適プロンプトを作って」と同

僚に頼むように指示

💬
「逆質問」によるコンテキスト補完

AIからの質問に応えるだけで、条件の抜け漏れを

防ぎ精度を上げられる

「必要な情報があれば逆質問しなさい。」

「上記の内容を出力するのに必要な情報についてまずユーザに回答を求め、その回答を元に出力する

という手順を取りなさい。」

指示例
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雑談プロンプト：脳内情報をぶちまける

雑談プロンプティング  (Think-a loud , Brain  dump ing)
考えがまとまっていない状態でAIに話しかけ、Brain
dump ing（脳内情報の吐き出し）  を通じて思考を言語
化・整理する手法

「何が分からないか分からない」「アイデアの種だけある」

状態からでも対話を始められる

音声入力  (D ictat ion)  の活用
スマートフォンアプリ等の音声入力を活用することで、タ

イピングの心理的ハードルが下がり、より自然な思考の発

露を促せる 1414



反復的プロンプト改良：対話を通じた洗練

反復的改良  ( Iterat ive  prompt  refinement)
：最初から一発で完璧なプロンプトを作ろうとする

：AIとの対話を重ねながら、徐々に条件を洗練させる
プロンプトの改良と検証

並行投入：同じ指示を複数のAIサービスに投げ、モデルご
との特性や回答を比較する

差分投入：指示を少しずつ変えながら試し、どのような調

整が結果の改善に繋がるか検証する
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NotebookLMを活用した資料読解のデモ
大量のP D F資料でも、A Iに読み込ませることで要約の作成や、対話形式での内容確認が容易になりま

す。

デモの題材

A I  for  Sc ience推進委員会（第1回）配付資料

※  本デモは文部科学省ウェブサイト利用規約に準拠して作成していま

す。

操作の様子

▶ NotebookLMに文科省の
資料をまとめさせるデモ
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https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/077/siryo/aifors_260209_001.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/1351168.htm
https://youtu.be/xXw6W5zWoZ4


GitHub Education：教員・学生向け無償特典
教員・学生向け有償機能の無料提供 VS  Code拡張機能からG i tHub

Cop i l o t  Cha t利用可
C laudeの最新モデルも選択可能
（C laude  Opus等）

教員向け 申請と利用開始

教師向け  G i tHub  Educa t ion  について

G i tH u b  Te amプラン、C l a s s r o om、C ommu n i t y  E x c h a n g eなど教

職員向け特典をまとめた日本語公式ページ

教師として  G i tHub  Educa t ion  に応募する

教職員証明方法と申請プロセスが日本語で詳述された公式ドキュメント

学生向け 申請と参考情報

学生向け  G i tHub  Educa t ion

学校発行メールや学生証を用いて S t u d e n t  D e v e l o p e r  P a c kや

C o p i l o t  P r oなどの教育特典を申請できる公式ポータル

学生として  G i tHub  Educa t ion  に応募する

必要書類と具体的な申請手順が日本語で解説

参考 S t u d e n t  P a c k  /  申請手順  /  英語ガイド
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https://dev.to/twizelissa/how-to-enable-github-copilot-for-free-as-student-4kal


第2部: 生成AIに踊らされないための準備
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研究で生成AIを使う上での留意点

参考： E C  E R A指針 ( 2024 )  /  UN E S C O ( 2023 )  /  日本学術会議 ( 2025 )

責任

研究が社会や他の研究者に

与える影響を踏まえ、AI活

用に研究者が責任を持つ

1

データ統制

入力データの機密レベルを

把握し、使用するAIサービ

スやツールを適切に選定す

る

2

透明性

ツール名・プロンプト・出

力・編集・検証を記録し、

必要に応じて開示する

3
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https://research-and-innovation.ec.europa.eu/news/all-research-and-innovation-news/guidelines-responsible-use-generative-ai-research-developed-european-research-area-forum-2024-03-20_en
https://www.unesco.org/en/articles/guidance-generative-ai-education-and-research
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-26-t381.pdf


研究へのAI活用は「時短」より「質の向上」
「質」の向上は早いが、「時短」はすぐには実現しない

適切なプロンプト作成や出力結果の確認には、一定の時間がかかる

⚠️ 過度な時短はリスクのサイン

導入直後に劇的に時間が減った場合、不

可欠な「裏取り」や「検証」の工程を省

いている可能性が高い

💡 まずは思考のパートナーとして

「早く終わらせるため」ではなく、「より

深く考え、質を高めるための壁打ち相手」

としての活用を推奨
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「ハルシネーション」と一元的に片付けられない

1 「正誤」の境界線は曖昧

例：非専門家にはもっともらしく見えるが、専門家から見ると「解釈の飛躍」や「過剰な単純化」

が含まれている

2 自身の「グレーゾーン（専門外）」を自覚する

確証を持てる「自身の専門領域（強固な地盤）」はどこまでか

どこからが、AIによって拡張された知識（クレーンで手を伸ばした先）なのかを正確に把握する

3 「推測」を「事実」に変換するプロセスを挟む

AIの出力はあくまで「仮説」や「下書き」として扱う
一次資料へのアクセスや専門家との議論など、アナログな「裏取り（グラウンディング）」が不可欠

となる
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生成AIの能力を測るための3変数

コントロール変数（入力）

タスクの難易度

容易 ◀────────▶ 困難

条件指定の詳細度

曖昧 ◀────────▶ 具体

出力多様性の設定

正確 ◀────────▶ 創造

➔

結果指標（出力）

期待充足度

設定した入力条件に対して、AIの

出力が自分（または研究室）の要

求水準をどれだけ満たせたか
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自分と生成AIの相対的な位置関係
前線に出すか、後方支援か

アシスト役（後方支援・壁打ち・校正）として使う場合、

比較的問題は少ない

生成AIの出力をそのまま「前線（公開物、申請書など）」
に出す場合、より慎重な確認が必要

グラウンディングと「裏取り」の徹底

生成AIが示す一次資料などを確認し、自分で理解しながら
裏を取るステップは省けない

検索エンジンを使う時と同じく、批判的に検討する従来の

リサーチリテラシーを踏襲する 2323



生成AIの多様な捉え方

Cop i lot（副操縦士）

並走するアシスタント

主導権（操縦桿）は人間が

握りつつ、ドラフト作成や

各種作業を支援するタスク

指向の捉え方。

例：G i tHub  Cop i lot ,

M i c roso f t  Cop i lot

1

鏡（M irror）

社会や自己を映す装置

巨大な学習データに潜む人

間の思考パターンやバイア

スを反射する。AIを「神

託」ではなく、自己を客観

視する道具として扱う。

例：Va l lor  (2024)

2

壁打ちの壁

(Sounding  board)

柔軟で疲れを知らない対話

相手

未完成のアイデアを投げか

け、思考の言語化や多角的

な視点の獲得を促す知的生

産のパートナー。

3

2424
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「より知識のある他者」としての生成AI

1 AIを「より知識のある他者（MKO）」と捉える （Tran  &  Rhee, 2025）

社会構成主義の枠組みにおいて、一人では到達できない「最近接発達領域（ZPD）」での学習を支
援する「足場かけ（Scaf fo ld ing）」として機能する

2 人間とAIによる「知識の共同構築」

単なる回答ツールではなく、反復的なプロンプトのやり取りを通じて「対話的環境」を作り出す。

壁打ち相手としてソクラテス的アプローチなどの議論的対話を引き出し、批判的思考や深い理解を

促す。

3 多様な背景に対応する柔軟なパートナー

未知の分野への入口として、専門家に依存していた初期理解を自分で進めやすくなる。

ユーザーの事前知識や学習スタイルに応じた「個別化学習」を効果的に支援する。

2525
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メタファー：「生成AIは移動式クレーン」

移動式クレーン（生成A I）

リーチ（射程）を大きく伸ばせるが、遠くへ行

くほど（専門外なほど）扱える荷物（結論）は

軽くなるべき

🌍  地盤（専門知識）

自分の知識・経験が広くて固いほど、A Iの出力

を支え安定する

📦  荷物の重さ（判断の重大さ）

軽い（低リスク）：  アイデアの壁打ち・文章

の推敲等

重い（高リスク）：  事実の断定・重要な意思

決定等

⚠️  避けるべき危険（横転）

弱い地盤（知識不足）のまま、遠くの重い荷物

（専門外での重大判断）を無理に持ち上げると

致命的な事故（誤情報拡散・責任問題）につな

がる
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アームを伸ばし過ぎると倒れる

0:00 / 0:07

2727



研究室での運用ポリシーと教育

学生の利用と向き合う

研究室としてのポリシーを明確にしておくことが重要

生成AIの出力結果を学生と一緒に眺めながら議論する機会
を作る（コーチングとしての活用）

共同研究での利用

企業や他機関との共同研究の場合、相手方のAI利用ポリシ
ーも確認・遵守する
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演習：AIの能力チェック
目的 :  A Iのハルシネーション（もっともらしい嘘）や「誇張」を自分で検
知する経験を積む

課題 :  自分の専門分野について、A Iに解説させてみてください

プロンプト例 :  「私の研究分野は [O O O ]です。この分野の世界のトレンドと
国内のトレンドを比較し、類似点と相違点を議論しつつ、日本がトレンドを

リードしているか否かについて、信頼できる資料を根拠として議論して下さ

い。」

確認ポイント :

自分の認識とどの程度差異があるか？

「結論がだいぶ盛られている」と感じないか？
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参考資料
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生成AI関連用語集 (1)
基礎概念 まず押さえておくと、その後の活用事例や注意点を読み解きやすい8語

モデル

ニューラルネットワークモ

デル

人間の脳を模して設計された数理

システム。複数層の人工ニューロ

ンから成り、データ内の統計的パ

ターンを学習して能力を獲得す

る。層を深く重ねたものは深層ニ

ューラルネットワーク（ D N N）
と呼ばれる。

モデル

Trans forme r  Mode l

ニューラルネットワークの構造の

一つ。 G o o g l eの研究者らが提案
したことで広く知られ、文を順番

ではなく全体として処理し、離れ

た単語やフレーズ同士の関係も捉

えやすい。

モデル

L L M
L a r g e  L a n g u a g e  M o d e l（大
規模言語モデル）。大量の文章を

学習し、次に続く言葉を予測しな

がら文章を生成するモデル。

T r a n s f o r m e r  M o d e lを基盤と

するものが多く、 C h a tG P Tのよ
うな対話 A Iの中核をなす。

総称

生成A I
テキスト、画像、動画などのコン

テンツを作り出す技術的アプロー

チ。大規模データ中のパターンを

学習し、それに似た特徴を持つ新

たな素材を自律的に構築できる。

クラウド型だけでなく、手元の計

算機で動かすローカル生成 A Iもあ

る。

系列名

G PT
G e n e r a t i v e  P r e - t r a i n e d
T r a n s f o r m e r（生成事前学習済

み T r a n s f o r m e r）。事前学習し
た言語モデルを基に文章生成を行

う系列名であり、 C h a tG P Tの
「 G P T」もこれを指す。

指示

プロンプト

A Iへの指示文。役割設定、形式指
定、制約付与、例示などで出力を

望ましい方向へ導く。ユーザー入

力に先立って裏側で与えられ、 A I

の役割や口調、制約を定めるもの

はシステムプロンプトとも呼ばれ

る。

推論

Cha in -o f- though t
(CoT )

思考連鎖。答えの前に段階的な推

論を促す考え方。数学、論理、多

段階の判断で有用で、 L L Mでは

「思考モード  ( T h i n k i n g )」な
どと案内されることがある。

限界

ハルシネーション

A Iがもっともらしい誤情報を生成
してしまう現象。生成 A I活用で

は、このリスク管理が重要とな

る。
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生成AI関連用語集 (2)
活用基盤 性能制約・入力形式・自動化・推論・構成要素・安全性を理解するための8語

構成要素

パラメータ

モデル内部の数値設定。層の配置

や結合のような構造面と、入力に

対する応答の仕方の両方に関わ

り、モデルの振る舞いを形作る。

単位

トークン

A Iが文章を処理するときの最小単
位。人間の「単語」と完全には一

致せず、文字列の一部で区切られ

ることもある。

文脈

コンテキストウィンドウ

A Iが一度に参照できる情報量の上
限。長い会話や長文資料を扱う際

の性能に関わる。

入力

マルチモーダル

テキストだけでなく、画像、音

声、動画など複数種類の情報を扱

える A Iの性質。

自動化

エージェント

A Iが単に返答するだけでなく、検

索・要約・実行など複数の処理を

段階的に進める仕組み。

検索連携

検索拡張生成

R e t r i e v a l - A u gm e n t e d

G e n e r a t i o n  ( R A G )。外部の資
料や社内文書を検索して、その結

果を参照しながら回答を生成する

仕組み。 A I単体の記憶に頼らず、

根拠ある回答を作りやすくなる。

安全性

ガードレール

危険な出力や不適切な利用を抑え

るための制御ルール。安全性やコ

ンプライアンスの観点で重要。

出力制御

温度設定

出力の決定性と創造性を調整する

設定。低い値では一貫した回答、

高い値では多様で発想的な応答に

なりやすい。
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生成AI関連用語集 (3)
発展概念 追加学習・根拠付け・内部制御・能力向上に関わる8語

追加学習

ファインチューニング

既存の A Iモデルを、特定の業務や

表現スタイルに合わせて追加学習

させること。

学習法

強化学習

行動とフィードバックの循環を通

じて、よりよい意思決定戦略を学

ぶ訓練手法。 L L Mサービスでは、

人間の評価や選好を使う R L H Fな
どが、応答品質や安全性を調整す

る後続学習に使われる。

意味表現

Embedding
Em b e d d i n g（埋め込み表現）。

文章や画像などの意味を、数値ベ

クトルとして表現したもの。意味

の近さを計算するために使われ

る。

格納先

ベクトルD B
Em b e d d i n g（埋め込み表現）を

保存し、「意味が近い情報」を高

速に検索するためのデータベー

ス。 R A Gの基盤としてよく使われ
る。

例示

Ze ro -shot /Few-shot
例を示さず指示だけで解かせるの

が  Z e r o - s h o t、少数の見本を添

えて望ましい答え方を学習させる

のが  F ew - s h o t。出力形式や判
断基準を安定させるのに有効。

根拠付け

グラウンディング

モデルの出力を検証可能な情報源

に結び付ける仕組み。ハルシネー

ションを減らし、根拠提示や監査

可能性を確保しやすくする。

能力変化

創発的行動

Em e r g e n t  B e h a v i o r。大規模
言語モデルが示す予想外の能力。

コーディング、作曲、詩作、架空

の物語の創作などに及ぶことがあ

る。

経験則

スケーリング則

モデル性能が、パラメータ数・学

習データ量・計算量の拡大に応じ

て一定の傾向で向上するという経

験則。近年はモデルサイズだけで

なく、学習データ量との釣り合い

も重要とされる。
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生成AI活用の参考資料 (1)
学内実践 G AUT I
生成A I活用検証イニシアチブ（G AUT I）公式Webサイト

研修・共有 実践記録・報告

[動画 ]  三重大学における生成A I利用実態調査（2024）報告

[動画集 ]  教育機関DXシンポアーカイブズ

モデル・指標 性能と動向をつかむ

The  2025  A I  Index  Repo r t P D F  /  動画

A I  Capab i l i t i es

ITmed i a：A Iは「共通テスト」をどう解いた？

共通テスト2026を最新版A Iに解かせてみた

教育・研究 論点整理に使える記事・論文

医学教育の論文執筆における生成A Iの活用

A Iは学生を賢くするか、それとも考えなくさせるのか

研究論文へのA I使用の倫理を巡り分かれる意見

M IT  S l oan：Wha t ’s  You r  Edge?

3434

https://wps.cc.mie-u.ac.jp/gauti/
https://youtu.be/k2qmTjF45tw
https://edx.nii.ac.jp/
https://hai.stanford.edu/ai-index/2025-ai-index-report
https://hai.stanford.edu/assets/files/hai_ai_index_report_2025.pdf
https://youtu.be/D03EJhztsHQ?si=CkrQFejDlDFpTXj5
https://epoch.ai/benchmarks
https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2601/21/news075.html
https://note.com/lifeprompt/n/nb87edfb2e7ca
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mededjapan/56/2/56_113/_article/-char/ja/
https://www.natureasia.com/ja-jp/ndigest/v23/n1/AI%E3%81%AF%E5%AD%A6%E7%94%9F%E3%82%92%E8%B3%A2%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%8B%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%81%A8%E3%82%82%E8%80%83%E3%81%88%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%81%95%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B/133426
https://www.natureasia.com/ja-jp/ndigest/v22/n8/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%B8%E3%81%AEAI%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%AE%E5%80%AB%E7%90%86%E3%82%92%E5%B7%A1%E3%82%8A%E5%88%86%E3%81%8B%E3%82%8C%E3%82%8B%E6%84%8F%E8%A6%8B/131464
https://sloanreview.mit.edu/article/whats-your-edge-rethinking-expertise-in-the-age-of-ai/


生成AI活用の参考資料 (2)
外部教材 A Iサービス提供元公式の教材

OpenA I  Academy

大学生のためのA I活用アイデア集  (Goog le )

学生向け 導入資料

生成A Iとの付き合い方

設定変更 学習への利用を止める手順

[動画 ]  Cha tG PTの学習データ利用をオフにする方法

[動画 ]  Gem in iの学習データ利用をオフにする方法（個人
Goog leアカウント用）
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https://academy.openai.com/
https://services.google.com/fh/files/misc/geminiforstudents_handbook_2025nov.pdf
https://speakerdeck.com/kaityo256/generative-ai-and-us
https://youtu.be/p2xOOcSU3Ho
https://youtu.be/gxp63yZ02Q0
https://youtu.be/gxp63yZ02Q0


生成AIに関する指針・提言
政府のAI指針 人工知能戦略本部決定の指針

内閣府：人工知能関連技術の研究開発及

び活用の適正性確保に関する指針

本文 P D F  /  スライド P D F

学術の提言 日本学術会議の見解・提言

日本学術会議：『生成A Iを受容・活用する社会の実現に向
けて』について

P D F
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https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_guideline.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_guideline.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_gl_2025.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_gl_2025g.pdf
https://llmc.nii.ac.jp/topics/post-1173/
https://llmc.nii.ac.jp/topics/post-1173/
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-26-t381.pdf


海外の大学のAI関連資料
大学事例 テネシー大学  (UTK )
生成A Iの使い方に関するガイド

Us ing  Gene ra t ive  A I

教員向けA Iの教育への導入ガイダンス

Gu i dance  on  A I  Adopt ion

A I利用プロセスを可視化し、思考過程を振り返るためのワ

ークシート

AI  Acknowledgment  Workshee t

大学事例 フロリダ大学  (UF )
生成A Iの教育活用集（具体的なプロンプト例を含む）

AI  Cookbook

↑  EDUCAUSE 2024  講演の資料

大学事例 M IT  S l oan
生成A Iの基礎用語を整理した  g l o ssa r y

G l ossa r y  o f  Te rms :  Gene ra t ive  A I  Bas i cs

独自のA I学習コンテンツを作成する際の良いリファレンスになる
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https://libguides.utk.edu/Generative-AI/home
https://oit.utk.edu/ai/teaching-and-learning-with-ai/guidance-on-ai-adoption/
https://oit.utk.edu/wp-content/uploads/AI-Acknowledgment-Worksheet.pdf
https://files.abstractsonline.com/CTRL/6C/2/EED/446/A0E/419/6AC/63B/0AB/99C/DE9/62/a1429_2.pdf
https://events.educause.edu/annual-conference/2024/agenda/cooking-up-innovation-crafting-a-menu-of-ai-faculty-development-options
https://mitsloanedtech.mit.edu/ai/basics/glossary/


米国の大学の生成AI導入の実践例
キャンパスワイドな生成AIプラットフォーム導入事例

大学 AIプラットフォーム名 学生数

アリゾナ州立大学  (A SU ) C rea teA I  P la t form 約183,000名

ミシガン大学  (U-M ) U-M  G PT  /  Ma izey  /  G PT  Toolk i t 約52,855名

テネシー大学ノックスビル校  (UTK ) UT  Ve rse  A I  Ass istant 約38,728名

カリフォルニア大学アーバイン校  (UC I r v ine ) ZotG PT 約37,297名

A Iに関する取り組みで組織のブランディングを行っ
ている

上記の機関は日本の中〜大規模の大学相当のキャン

パスが複数集まってできた大きな組織であり、スケ

ールメリットを活かしている

それぞれ独自のプラットフォームを開発・維持する

ための開発者を含むチームを持っている

A SUのAI加速チームでは34人の常勤メンバー
(開発者、セキュリティ技術者、M LOps技術者、

デザイナーを含む )  がいる

3838

https://ai.asu.edu/
https://ai.asu.edu/create-ai-platform-product-release-notes
https://www.asu.edu/about/facts-and-figures
https://genai.umich.edu/
https://genai.umich.edu/
https://news.umich.edu/u-m-reports-record-enrollment-for-fall-2024
https://oit.utk.edu/ai/
https://utverse.tennessee.edu/
https://irsa.utk.edu/reporting/fact-book/
https://zotgpt.uci.edu/
https://irap.uci.edu/quarterly-updates/
https://ai.asu.edu/ai-tools/ai-acceleration-team


講演者が作成した資料

公開資料 記事・論考・コード

1 生成A I活用のための学内ファイル自動処理マイクロサービ
ス

[ J x i v ]  ( 2 0 2 5 )  /  関連コード

2 E DUCAUS Eカンファレンスの魅力

[AX I E S機関誌 ]  ( 2 0 2 5 )  /  Yo uTub e

3 Cha tG PTプログラミングのすすめ

[Z e n n記事 ]  ( 2 0 24 )

4 P rompt  Templa te  Pa rse r

[G i tH u b ]  ( 2 0 2 5 )

公開資料 実践共有・動画

5 G PTD i a l ogues

[G i tH u b組織 ]  ( 2 0 2 3 )

6 三重大学における生成A Iの推進に向けた利用実態調査
(2024)

[動画 ]  /  調査項目

7 Cha tG PTの学習データ利用をオフにする方法

[動画 ]  ( 2 0 2 5 )
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https://jxiv.jst.go.jp/index.php/jxiv/preprint/view/1364
https://jxiv.jst.go.jp/index.php/jxiv/preprint/view/1364
https://github.com/nobucshirai/textify
https://axies.jp/_media/2025/05/axies_trajectory_vol02_09.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=GvusCh86BDA
https://zenn.dev/nobucshirai/articles/chatgpt_programming
https://github.com/nobucshirai/prompt-template-parser
https://github.com/gptdialogues
https://youtu.be/k2qmTjF45tw
https://youtu.be/k2qmTjF45tw
https://github.com/nobucshirai/MieU_GenAI_survey_2024
https://youtu.be/p2xOOcSU3Ho


プロンプトテンプレート

定型業務に使うプロンプトのテンプレート化

会議要約用プロンプト

C L I  Tool  P rompt  Gene ra tor

Ma rkdown記法からHTM Lのテンプレートを生成
するプロンプトテンプレートパーサも作成
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https://nobucshirai.github.io/minuite_making.html
https://nobucshirai.github.io/code-gen-prompt.html
https://github.com/nobucshirai/prompt-template-parser


NotebookLM：機能別の使用回数上限（2026年2月現在）
機能（日本語U I名  /  英語名） NotebookL M  S tanda rd（無償版） NotebookL M  P ro

ノートブック（Notebooks） 100  /  ユーザ 500  /  ユーザ

ソース（Sources） 50  /  ノートブック 300  /  ノートブック

チャット（Cha ts） 50  /  日 500  /  日

音声解説（Aud io  Ove r v i ews） 3  /  日 20  /  日

動画解説（V i deo  Ove r v i ews） 3  /  日 20  /  日

レポート（Repor ts） 10  /  日 100  /  日

フラッシュカード（F lashca rds） 10  /  日 100  /  日

クイズ（Qu izzes） 10  /  日 100  /  日

マインドマップ（M ind  Maps） 上限なし 上限なし

Deep  Resea rch 10  /  月 20  /  日

データテーブル（Da ta  Tab les） L im i ted H ighe r  l im i ts

インフォグラフィック（ In fog raph ics） L im i ted H ighe r  l im i ts

S l ide  Decks  and  Rev is ions L im i ted H ighe r  l im i ts

※  上限値：Goog le公式「Upg rade  No tebookL M」の  Usage  L im i t s  表に基づきます。（出典：Goog le  He l p  –  Upg rade
No tebookL M）
※  日本語U I機能名（音声解説 /動画解説 /マインドマップ /レポート /フラッシュカード /クイズ /スライド資料 /インフォグラフィック等）
は、No tebookL M  ヘルプ（日本語）記載の表記を採用。

⏱  リセット周期：日次上限  →  24時間後　／　月次上限  →  30日後 4141

https://support.google.com/notebooklm/answer/16213268?hl=en
https://support.google.com/notebooklm/answer/16213268?hl=en


科研費FAQにおける生成AIの取扱 (1/2)
出典：日本学術振興会「科研費 F A Q」令和6年8月更新

（令和５ ( 2 0 2 3 )年度科学研究費助成事業等説明会に関する F A Q（ E x c e l / 2 8 K B）、ファイル名 :  202308_koubo_faq_v2.xlsx ）

※  令和 6 ( 2 0 2 4 )・ 7 ( 2 0 2 5 )年度の同 F A Qからは生成 A Iに関する同様の記述はない。

Q31 生成A Iのリスクとは、具体的にどのようなことを留意すれば良いのか。

A Iを利用して生成した文章等は、意図せず既存の著作物に係る権利を侵害する可能性があることや、虚偽やバイ

アスが含まれている可能性があることを理解し、生成された内容の確認・裏付けを行うことが必要です。

また、生成A Iへの入力を通じ、機密情報や個人情報が漏洩する可能性があるため、機微な情報を安易に入力する

ことは避ける必要があります。

Q32 生成A Iの利用について、機関担当者として留意すべきことは。

今回の科研費における取扱いに関して、応募者に対し、重要説明事項の内容を周知するとともに、生成A Iの利用

の仕方によってはリスクが生じることについて注意喚起等に努めてください。
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https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/05_faq/index.html


科研費FAQにおける生成AIの取扱 (2/2)
出典：日本学術振興会「科研費 F A Q」令和6年8月更新

（令和５ ( 2 0 2 3 )年度科学研究費助成事業等説明会に関する F A Q（ E x c e l / 2 8 K B）、ファイル名 :  202308_koubo_faq_v2.xlsx ）

※  令和 6 ( 2 0 2 4 )・ 7 ( 2 0 2 5 )年度の同 F A Qからは生成 A Iに関する同様の記述はない。

Q33 機関側で生成A Iの利用を制限している場合の取扱いはあるか。

科研費での研究は、研究者独自の研究計画について、研究者の自覚と責任において実施するものであることか

ら、研究計画調書の作成に当たり、生成A Iを利用することを一律には制限せず、研究者個人の責任で判断する取

扱いとしております。

研究機関において生成A Iの利用を禁じている場合は、科研費の取扱いに照らし、研究者とよくご相談ください。

Q34 生成A Iを使用したために著作権侵害等に該当した場合、研究者及び機関に対するペナルティは
あるか。

生成A Iの使用の有無に関わらず、応募書類に記載した内容が虚偽であった場合や、研究計画の実施に当たり、関

係法令・指針等に違反した場合には、科研費の交付をしないことや、科研費の交付を取り消すことがあります。
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https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/05_faq/index.html

